
平成２４年度 第２回 四国地方整備局事業評価監視委員会

の開催結果（速報）

１．日 時 ：平成２４年１０月１日（月）１３：３０～１５：４５

２．会 場 ：高松サンポート合同庁舎 １３階会議室

３．出席者

委 員 ：矢田部委員長、岡部委員、髙塚委員、中野委員、三木委員、

渡邊委員

四国地整：局長、次長、次長兼総務部長、企画部長、建政部長、河川部長

道路部長、営繕部長、用地部長、他

４．議事内容

・再評価審議

１）吉野川直轄河川改修事業

２）肱川直轄河川改修事業

３）一般国道55号 高知南国道路

４）一般国道55号 南国安芸道路

５）一般国道55号 大山道路

６）一般国道11号 大内白鳥バイパス

７）一般国道11号 豊中観音寺拡幅

５．審議結果等

・委員長代理に中野委員を指名。

・再評価対象事業について審議した結果、以下の結論を得た。

１）吉野川直轄河川改修事業

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

２）肱川直轄河川改修事業

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

３）一般国道55号 高知南国道路

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

４）一般国道55号 南国安芸道路

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

５）一般国道55号 大山道路

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。



６）一般国道11号 大内白鳥バイパス

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

７）一般国道11号 豊中観音寺拡幅

「事業継続」とする事業者の判断は「妥当」である。

６．主な意見

・各事業の防災対策などについて、人的被害の軽減などの防災面の便益の

見積もり方法についても検討してほしい。

・費用対効果の評価結果について、計画規模などの前回との変更点につい

て丁寧に説明する必要がある。

・道路事業については、３便益以外の効果も便益として計上するよう検討

して欲しい。今回の医療効果や防災効果について、さらなる検討を進め

てもらいたい。


